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研究成果の概要（和文）：代表者，分担者のみならず日本国内の研究者の研究の進展に役立てる

ため，２件の国際会議を含む研究集会を毎年複数開催して日本内外の研究者の研究連絡，共同

研究などを行った．また，海外の研究者の招聘し，さらに研究代表者，分担者，連携研究者が

海外の研究集会に参加し，研究者を訪問した．これらの活動を通して，確率解析の理論の発展

に寄与し，統計力学に起源をもつ問題，微分方程式論，多様体のスペクトル，数理ファイナン

スなどの研究への応用に関する研究成果を得た． 
 
研究成果の概要（英文）：To account of not only the members but also of the researchers on 
probability theory in Japan, we held several conferences every year, including two 
international ones, and made connections on study and joint research.   Moreover we 
invited several foreign researchers and the members of this grant attended conferences 
outside Japan and visited foreign researchers.   Through these activities we contributed 
some progress on theory of stochastic analysis and on applications to study on questions 
with origins from statistical physics, study of differential equations, spectra of manifolds, 
mathematical finance and so on.   
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2007 年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

2008 年度 7,900,000 2,370,000 10,270,000 

2009 年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

2010 年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

  年度    

総 計 25,000,000 7,500,000 32,500,000 

 

研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学 ・ 基礎解析学 
キーワード：確率解析，確率微分方程式，マリアバン解析，ラプラシアン，拡散過程，熱核，

流体力学的極限，数理ファイナンス 
 
１． 研究開始当初の背景 
伊藤解析，マリアバン解析に代表される確

率解析の理論研究においては日本は世界の
最先端を行っていると思われるが，他方応用
面に関しては一部の分野を除いてはおくれ
を取っていたと思われる．一方，幾何学や数
理ファイナンスなどでは，それらの研究の進
展の中に確率論的課題が見つかり，これらか

らの研究の要請がなされるとともに，それま
で以上に研究交流の必要性が高まっていた． 
これらの状況の中で既に２件の重要な国際
的な会合の企画が進んでいた．つまり， 
(１)確率論の幾何学への応用に関する国際的
な研究集会を 2008 年度に京都で開催するこ
とが決定していて多くの関連研究者の参加
が予定されていた． 
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(２)確率論全体に関する国際会議を 2010 年
度に日本で開催して欲しいという依頼があ
り，関連研究者により開催の可否，開催する
場合の会場の選定や準備するべき事柄など
が議論されていた． 
  これらを成功させるためには事前の周到
な準備が学問の面で必要であったし，このこ
とが研究の進展に寄与するので例年行われ
ている研究集会を発展させた形で継続する
必要があった． 
 
２．研究の目的 
(１) 伊藤解析，マリアバン解析に代表される
経路空間上の解析である確率解析の理論を
さらに整備し，経路空間上の幾何学を構築す
ることが理論研究の目的である．ファインマ
ンの経路積分の考えとの関連づけが可能な
部分については詳細に調べることも重要で
ある． 
(２) 研究代表者，分担者，連携研究者は，ラ
ンダム行列や流体力学的極限の問題など統
計力学に起源をもつ問題，多様体のラプラシ
アンなどの微分作用素のスペクトルの研究，
数理ファイナンス，数値計算に関わる確率論
の問題などに関わっており，確率解析の理論
をこれらに応用する．逆に，応用面からの理
論研究への要請を探り課題に答えることも
目的である． 
(３) 研究集会を企画，運営することで，日本
の確率論研究の進展に寄与することが１つ
の目的でる．特に，幾何学への応用やランダ
ム行列の研究など，日本が国際的におくれを
取っている分野については，海外から研究者
を招聘するなどして研究集会を開催し，日本
での研究の進展を探るとともに，特に関連す
る若手研究者の育成に寄与する必要がある． 
 
３．研究の方法 
(１) 各研究者が各自の所属する研究期間に
おいて，本研究の研究代表者，分担者などと
メール等による日常的な研究連絡，近隣の研
究者との定期的なセミナーなどを活用しな
がら研究を進展させる．必要に応じて，本研
究費による旅費の援助により，関連する研究
者も含めた相互訪問を行い議論を深めた． 
(２) 毎年，確率解析に関わる研究集会，数
理ファイナンスに関わる研究集会，確率解析
を含めた確率論全体と応用に関する研究集
会を開催し，研究発表を通した研究連絡を行
い，必要に応じて共同研究を行った． 
(３) 2008 年度は確率論と幾何学への応用に
関する国際的な研究集会，2010 年度は確率論
と応用に関する国際会議を他の研究費など
と共同で開催した．また，2008 年 8，9月に
は京都で開催された国際的な研究集会に多
くの分担者が参加した．国内の研究者の研究
発表を行うとともに国際的な著名な研究者

を招聘して，研究結果のレビューを受けると
ともに研究連絡を行った．さらに必要に応じ
て共同研究へ発展させて進展を図った． 
 
４．研究成果 
成果の一例としてあげると，理論研究にお
いては，ベッセル過程に関する確率積分の開
発，経路空間の部分集合に関する部分積分の
開発などの成果を挙げた．熱核に関する研究
を通して幾何学への応用を行った．例えば，
滑らかな多様体を一般化した距離空間の研
究，輸送方程式への応用など幾何学への確率
論，確率解析の応用を行った． 
予定していた国際的な研究集会，国際会議
を開催し，研究発表の場を提供するとともに
研究連絡を行い一部は共同研究に繋げた． 
毎年確率解析に関する研究集会，確率論す
べてに関する研究集会を主宰し，数理ファイ
ナンスに関する研究集会を援助した．特に，
大学院生などを含む若手研究者に対して援
助し育成の一助とした． 
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